
平成20年度 特別研修員研修「ぐんま教師塾」

自分の考えを表現し深め合う児童を育てる算数科指導の工夫
～具体物・図・式で表現した過程を言葉で関連付ける活動を通して～

自分の考えを表現し深め合うことができる児童を育てたい

課題について具体物・図・式を用いて考え、その考

えた過程を言葉で関連付けながら説明し合う活動を

取り入れる。

第3学年

「かけ算の仕方を考えよう ～かけ算の筆算（１）～」

計算の意味を理解しよう

1枚20円の画用紙を3枚買う

と代金はいくらですか。

何算にしたら

いいのかな？

問題文を図に表現する

同じ数が並んでいることに気付

き、かけ算の式を用いるとよい

ことが理解できた。

かけられる数が２位数のかけ

算（２位数×１位数）に表すこ

とができた。「２０×３」の式が

立てられた。

計算の仕方を考えよう

１枚２３円の色画用紙を３枚買うと

代金はいくらですか。

どうしたら計算

できるかな。

学習課題を、お金や数カード、式などを用いて問題解決した過程

を振り返り、言葉で関連付けながら、共通点を見付けた。

どの方法の考え方においても２位数×１位数の計算を

「分ける」→「かける」→「たす」

で行っているという共通点に気付き、計算の仕方をまとめるこ

とができた。

学習が進むにつれてお金や数カードより、式を使って計算する

児童が増えた。→具体的な思考から抽象的な思考へと，思

考の高まりがみられた。

Ｂさんの思考が抽象化していく様子
第３時「お金」 第１０時「筆算」

【工夫】指人形を使ってお店屋さんご

っこの劇をしながら問題を提示した。

日常生活の場面と課題を結び付けるこ

とによって、児童は主体的に課題をと

らえるようになり、興味・関心を高め

ることができた。

Ａ君の思考が抽象化していく様子
第１時「お金」 第３時「数カード」 第８時終了時「筆算」

計算を活用しよう

第８時「式」

１こ60円のおかしが１はこ

に４こずつ入っています。

２はこかうと代金はいくら

ですか。

どんな式にし

た ら い い か

な。

問題文を読んで図に表現したり、その図を言葉

で表現したりして、図と式を言葉で関連付ける

活動を行いながら式に表した。

①お菓子の箱が２箱。

→問題と合っている

②お菓子の箱が１箱。

→問題と合っていない

①の図をもとに式を立てた。

60×４×２

問題場面を図や式で表し、言葉で関連

付けることによって理解を深め、かけ算

の意味を使って正しく式を立てることが

できた。

担当指導主事 義務教育研究係 角田忠雄

教師の願い

手立て

13時間

第1時の実践

手立て
気付き

第３時の実践

手立て

気付き

成果

第１１時の実践

手立て

気付き

成果

成果

成果

課題をお金や数カードなどの図や式で表現し言葉

で関連付けることによって、児童は自分の考えを

深め合うことができた。

課題
テープ図や線分図、数直線、言葉の式なども視野

に入れ、表現の幅を更に広げられるように指導を

進めていきたい。

算数・数学班 木暮陽子（小学校教諭）


